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１ 取組の背景 

 農業者の高齢化や飼養頭数の拡大により、個体観察や記帳の徹底ができておらず、

発情兆候の見逃しや妊娠鑑定の遅れ等により繁殖成績の低下が懸念されています。 

 

２ 取組の内容 

 繁殖雌牛を繁殖管理システムで管理し、個体ごとに授精年月日、発情予定日、分娩

予定日、分娩年月日等の繁殖状況を把握、農家ごとに繁殖成績、子牛市場成績を把握、

これらの情報を農家と共有しながら、効率的な繁殖雌牛の個体管理指導を実施してい

ます。 

 

３ 繁殖管理システム 

 表計算ソフトエクセルのＶＢＡ機能を利用して作成した「繁殖管理プログラム」と

株式会社日本コンピュータコンサルタント「moopad」を使用しています。 

 「繁殖管理プログラム」はデータを家畜保健衛生所との共有フォルダで管理し、

局が入力します。「moopad」はデータをクラウドで管理し、農家が入力し、利用料が

発生します。 

 

４ 「繁殖管理プログラム」の入力項目 

（１）農家  

 ①農家コード②氏名③市町村④住所⑤電話番号⑥郵便番号⑦基金番号⑧生年月日 

（２）雌牛 

 ①農家コード②雌牛コード③名号④個体識別番号⑤生年月日⑥登録番号⑦登録点数 

 ⑧父牛名号⑨祖父牛名号⑩曾祖父名号⑪母名号⑫母登録番号 

（３）人工授精 

 ①授精年月日②種雄牛③授精師④授精台帳番号⑤証紙番号 

（４）妊娠鑑定 

 ①検査年月日②妊否③鑑定者④所見 

（５）分娩 

 ①分娩年月日②性別③分娩状況 

（６）子牛 

 ①個体識別番号 



 

５ 「繁殖管理プログラム」の出力項目 

（１）母牛台帳 （個体別に出力） 

（２）人工授精報告書 （期間・授精師別に出力） 

（３）妊娠鑑定対象牛（農家別に出力） 

（４）妊娠鑑定結果 （農家別に出力） 

（５）繁殖状況 （農家別に出力） 

（６）市場成績 （農家・期間別に出力） 

（７）繁殖成績 （農家・期間別に出力） 

（８）母牛成績 （農家別に出力） 

 

６ 「繁殖管理プログラム」の運営 

農家巡回時に授精及び分娩を農家から聞き取って入力します。家保の実施する

繁殖検診に立ち会い妊娠鑑定結果を入力します。子牛市場成績は広域普及員から

送信されるデータを個体識別番号でつなげています。 

 

（１）授精入力フォーム 

 

雌牛コードを入力して表示ボタンをクリックすると、 

名号、最終分娩年月日、最終授精年月日が表示される ので、

授精年月日、種雄牛、授精師等を入力します。 

種雄牛はコンボボックスから選択出来ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）妊娠鑑定入力フォーム 

 

雌牛コードを入力して表示ボタンをクリックすると、名号、最

終分娩年月日、最終授精年月日、種雄牛が表示されるので、妊

否等を入力します。 

鑑定者はコンボボックスから選択出来ます。 

 

 

 



 

 

 

（３）分娩入力フォーム 

雌牛コードを入力して表示ボタンをクリックすると、 

名号、最終分娩年月日、最終授精年月日、種雄牛、 

分娩予定日が表示されるので、分娩年月日、性別、分娩の状況

を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 指導内容 

  分娩と授精の聞き取り時に農家と情報を共有しながら、フレッシュチェック、早期

授精、発情予定日前後の観察強化、早期妊娠鑑定、分娩準備等の指導を実施します。 

 特に妊娠鑑定前の巡回では、授精及び発情回帰を確認し、フレッシュチェックの提

案や妊娠鑑定牛の確認を実施し、確実に受診させます。 

 定期的に母牛繁殖状況一覧送付し、現在の状態 （妊娠・分娩後 40 日以内・発情警

戒）、今後の予定 （妊娠鑑定・分娩・子牛離乳・治療）の指導を実施します。 

 繁殖状況一覧は農家毎に出力され、名号、産歴、分娩年月日、授精回数、授精年月

日、種雄牛、妊娠鑑定結果、発情予定日、分娩予定日、現在の状態、今後の予定 が表

示されます。 

 

 

個体毎に繁殖成績、子牛市場成績を出力した母牛台帳により、雌牛の保留及び更新

の指導を実施します。 

母牛台帳には血統、産歴、分娩年月日、性別、種雄牛、分娩間隔、耳標番号、市場

日、体重、価格、日齢、日齢体重、購買者名が表示されます。 



 

 

 

 また、農家自身での記帳を促すために、「繁殖雌牛個体管理表」や「繁殖カレ

ンダー」を牛舎等に設置しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「moopad」は入力が難しい生産者や入力の遅れる生産者に対し、入力代行（支援）

や、簡易入力マニュアルを作成して入力方法の指導を実施しました。 

「moopad」はデータをクライド管理できて、繁殖情報を農家と局でリアルタイムに

共有できる良いシステムですが、利用料金（1，000 円/頭）と高齢者のスマホ操作、利

用性の課題があります。 

 

 

 

 



 

 

 

  

分娩予定日が近い繁殖雌牛のいる農家を巡回し、分娩してい

ればがあれば、次回発情を促進させるために、ビタミン製剤の

投与を実施しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雌が生まれた場合は血統や大きさにより保留を推進し、

保留の意思が確認出来れば、子牛での除角を推進していま

す。 

 

 

 

 

 

 

８ 成果 

繁殖情報を持っているので、農家と話しやすく、訪問した農家も喜んでいます。 

農家と繁殖情報を共有することで、「繁殖雌牛個体管理表」等への記帳も促進され、

分娩や授精の連絡もあるようになり、発情発見等の意識も高まりました。 

 分娩間隔は４０７日（R3/1/1～R3/12/31）が３９９日（R4/1/1～R4/8/31）になりま

した。 

 

 

 

 

 

 


